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妊娠中の向精神薬“3剤以上”で新生児の適応障害リスクが上昇 

― CYP2D6 阻害薬の併用にも注意 ― 

 

 北里大学医学部 産婦人科「産科学」 五十畑仁志 助教・落合大吾 主任教授、精神科学 三浦純江 助

教・稲田健 主任教授、新世紀医療開発センター先端医療領域開発部門 新生児集中治療学 中西秀彦 教

授の共同研究グループ（責任著者：落合大吾 産婦人科「産科学」 主任教授）は、2019–2023 年に北里

大学病院で分娩した妊婦を対象に【図１】、妊娠中の非オピオイド系向精神薬の併用が正期産新生児の

短期予後に与える影響を検討しました。その結果、3 剤以上の併用では NICU 入室・人工呼吸管理・新

生児離脱症候群（NAS）が有意に増加し、とくに CYP2D6 阻害作用をもつ薬剤を含む併用で悪化が顕著

であることが判明しました。本研究成果は、学術雑誌 Scientific Reports に 2025 年 8 月 22 日付でオン

ライン掲載されました。 

 

研究成果のポイント 

◆非オピオイド系向精神薬 3 剤以上の併用で新生児リスクが上昇【図２】：無投薬と比べ、NICU 入室 

29%（無投薬 14%）、人工呼吸器管理 12%（同 2.3%）、NAS 12%（同 0%）と増加。 

◆非オピオイド系向精神薬 1～2 剤の併用では悪化は認めず：無投薬群と比べ有意差なし。 

◆CYP2D6 阻害薬を含む併用が要注意【表１】：CYP2D6 阻害薬なしと比べ、NICU 入室 30% (CYP2D6 阻

害薬なし 6.7%）、人工呼吸器管理 17% (同 0%)、NAS 15% (同 2.2%)、と増加。 

 

研究の背景・成果 

 周産期の精神疾患は妊婦の約 2 割にみられ、薬物療法は母体・小児双方が健康な妊娠経過を過ごす

ために必要となることが少なくありません。一方、複数の向精神薬を併用する患者さんが増える中、オ

ピオイドを含まない向精神薬の多剤内服が新生児転帰へ及ぼす影響は十分に検証されていませんでし

た。 

 妊婦の精神症状コントロールは重要で、薬物療法を一律に否定しません。しかし、3 剤以上の非オピ

オイド系向精神薬の併用や、CYP2D6 阻害薬を含む場合には、出生直後の観察を強化するなど、産婦人

科・精神科・新生児科の三者連携がより重要になります。本研究は、周産期メンタルヘルスと安全な新

生児医療の両立に向け、妊娠中の向精神薬併用の最適化と周産期チーム医療を後押しするエビデンス

になりうるものと考えられます。 

 

社会的・臨床的意義 

◆周産期メンタルヘルスと新生児安全の両立に向け、非オピオイド系向精神薬併用の最適化と周産期

チーム医療を後押しするエビデンスとなることが期待されます。 

◆非オピオイド系向精神薬 3 剤以上併用時の新生児観察強化のエビデンスとして、ガイドラインや院

内プロトコルの確立に活用できると考えます。 

◆非オピオイド系向精神薬 1-2 剤の使用は無投薬と同等の新生児リスクであり、精神症状コントロー

ルに必要な場合には安心して使用可能と考えます。 

◆妊産婦メンタルヘルスに関する課題を有する妊産婦が受診できる産科・精神科医療機関が不足して

いる、産科・精神科・行政の連携が難しい、などの課題解決の一助となることが期待されます。 
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用語解説 

注 1 NAS（新生児薬物離脱症候群）： 

胎内曝露薬の影響で出生後に生じる神経・呼吸・自律症状の総称。 

注 2 CYP2D6： 

多数の向精神薬の代謝に関与する酵素。阻害薬の併用で薬剤血中濃度上昇・相互作用の懸念が生じる。 

 

図表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象選定フローチャート 
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問い合わせ先 

≪研究に関すること≫ 

 北里大学医学部 産婦人科「産科学」 

 主任教授 落合 大吾（おちあい だいご） 

 e-mail：ochiai.daigo@kitasato-u.ac.jp 

 

≪取材に関すること≫ 

 学校法人北里研究所 広報室 

 〒108-8641 東京都港区白金 5-9-1 

 TEL：03-5791-6422 

 e-mail：kohoh@kitasato-u.ac.jp 

 

 


